
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

    祇園祭の起源は祇園御霊会、貞観１１年（８６９年）のことです。 

石清水八幡宮の本殿創建が貞観２年（８６０年）。  貞観年間の時代から始まった

祇園祭。新時代のコロナ禍を超えてきた町衆の想いに触れるツアーになります。 

     

  

 蟷螂山保存会       

日時：     202４年７月２２日（月） ９：00～12：00  雨天決行 

行 程：    集合 ９：00 石清水八幡宮駅      

      京阪電車(９:２６発)―祇園四条―地下道徒歩 10 分―大船鉾見学 （＊）―八幡山見学 

（１１：３０）― １２：００現地解散  

解散後は自由見学 （六角通の屏風祭りなど他の山鉾や懸想品見学） 

見どころ地図は当日案内 

 参加費：  ５０0 円  （テキスト代 保険代）   交通費及び粽等は各自負担 
      ※当日古い粽を返納できます  ※各自でコロナ感染対策の上参加して下さい。 
      ＊ 大船鉾の鉾に上がる費用は別途５００円が必要。 

申込み先：   ０９０・７３６５・４４４６ 大田友紀子   四條隆資卿研究会事務局 

 【お申し込みの際は、お名前・当日連絡可能な電話番号お聞きします】 

  受付：   ７月１３日（土） ～７月２１日（日）     １０：００～１７：００ 

                                 先着１０名様で締め切ります 

 

 事前学習会 

  ７月２０日（土） 

 ｐｍ2:00～４：００ 

山柴公民館 

ツアーテキスト配布 

八幡・石清水八幡宮と京都祇園祭の縁を訪ねるツアー 

今年のテーマは応神天皇と神功皇后 

何が見えるか！わかるか！  歴史探求のツアーです。 

主催  四條隆資卿研究会 

協力  蟷螂山保存会 


